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Hideaki Suzuki, Slave Trade Profiteers in the Western Indian Ocean:
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た文書が保管されている。実は、同じ事件をとっても、外務省に宛てられた文書
（これは国立公文書館に所蔵されている）とボンベイ政庁に宛てたものとでは、
微妙に報告する内容や力点がずれている。また、ザンジバル文書館に所蔵されて
いる文書からは、イギリスやインドに発信されなかったような情報も得ることが
できた。加えて、そうしたイギリス側の見解とフランス側のそれとでは大きく異
なる場合が、特に奴隷交易については顕著である。とりわけ、本書第7章ではザ
ンジバルのサイイド・サイード・ビン・スルターン没後のブー・サイード朝内部
の皇位継承争いを論じているが、特にこの局面では、双方の対立は先鋭化してい
た。これとは別にアメリカ側の記録は領事館記録ですら政治色が極めて薄いのが
特徴である。こうした多様な角度から対象を浮かび上がらせるというのは、特に
珍しいことではないが、しかし、特に自らが何かを書き遺すことのなかった奴隷
交易に携わる人びとを対象にする場合、骨は折れるが、必要不可欠な作業である。
最後に、本書がもつ世界史的なアプローチに言及して新刊紹介を終えたい。本
書が扱う地理範囲は、いわゆる地理的なインド洋西海域――アフリカ大陸東部沿
岸からインド亜大陸西岸のあいだの海洋――にとどまらない。たとえば、第9章
の最後の舞台はデン・ハーグの国際司法裁判所である。また、第4章ではイギリ
ス王立海軍のインド洋西海域での奴隷交易廃絶活動を論じているが、それを理解
するためには彼らの大西洋における同様の活動を十分に吟味しなくてはならない。
このように、本書では、インド洋西海域世界そのものを論じる一方で、世界史的
なアプローチを大切にした。これはもちろん、私の指導教官を務めてくださった
羽田正先生や先生の主宰される科研研究会などを通して教えを受けた方々の影響
が大きいのだが、同時に、学部1年生の時の入門演習で私をインド洋海域史に導
いてくださった福井憲彦先生の影響も大いにある。とりわけ、その時のテキスト
（福井憲彦『歴史学の現在』放送大学教育振興会、1996年、のちに改訂され、福
井憲彦『歴史学入門』岩波書店、2006年として刊行）で、たまたま私がレジュメ
を担当した「ネットワークと歴史」という章の冒頭に書かれていた「閉域に孤立
した歴史は存在しない」という言葉は、大学1年生の何も知らない私の胸に心地
よく響いた。その時にはぼんやりとしていたのだけれども、ただ、何かちょっと
だけ世界が変わったような気がした。以来、いつもどこかにこの言葉があったよ
うな気がするし、いまでもある。もちろん、本書を書いている時もそうだった。
（鈴木 英明）
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